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就職やキャリアに不安を感じている学生に
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１月１５日（月）に，「おおいたの未来は私たちが創る！」をテーマに，平成２９年度ＣＯＣ＋事業の成果報告会
「おおいた創生シンポジウム」を開催しました。

本シンポジウムは，２部構成で開催され，第１部はＣＯＣ＋事業の地域連携活動の紹介を，第２部は大分県よ
り支援いただき実施した「地方創生大学等連携プロジェクト支援事業」の成果報告を行いました。

第１部では，主催者を代表して北野正剛学長より挨拶を行った後，現場課題解決型の講義を通じて学生や自
治体，企業等が協働して行った３件の地域貢献活動の事例発表を行いました。続いて，「地域の社会・企業課
題と向き合う人づくりに参加してみて ～受け入れ側の率直な思いと学生の気持ちの変化～」をテーマにトー
クセッションを実施し，学生，企業・自治体関係者が熱く討論を交わしました。

第２部は，会場を移して，平成２９年度 大分県支援事業「地方創生大学等連携プロジェクト支援事業」に採択
された２８件のうち４つの事例紹介を行った後，同事業２８件全ての成果をポスターで展示の上「ポスターセッ
ション」を行いました。シンポジウムの最後には，大分県 企画振興部 政策企画課 磯田健課長よりご講評
いただきました。

第１部，第２部とも，１５０名以上の学生，大学職員，企業関係者，自治体関係者等に参加いただき，大変盛り
上がったシンポジウムとなりました。

シンポジウム参加者からは，「大学，企業と地域が連携している具体的事例が聞けてよかった」，「学生が成
長していることが実感できた」といった感想が寄せられました。

地域の未来は私たちが創る！
おおいた創生シンポジウム終了

ポスターセッションの様子 講 評

学長挨拶 トークセッション

～第１部の様子～

～第2部の様子～

大分市に今年完成する「大分川ダム」周辺の活性化を課題とした地域ブランディング授業の最終発表会が１月１７日に行
われました。

大分川周辺や野津原地区をどうすれば活性化できるのか・・・２グループに分かれ大分市の担当者の方々にプレゼン発表
を行いました。プレゼンを聞いた大分市の方からは「若い人たちの発想を地域に持ち帰ってこれから協議していきたい」や
ステークホルダーとして参加して下さった企業の方々からは「仕事は一人ではできない。チームで考えを構築する過程が
仕事をするときに必要な能力を培うと思うのでこれからも続けてほしい」などのご意見を頂きました。
この内容は平成３０年１月１８日の大分合同新聞朝刊に掲載され、地域の方々から問合せを頂きました。

今後も「地域課題は生きた教材である」という社会人の方からのお言葉通り、生きた教材をテーマに授業を進めていく予定
です。地域ブランディングの内容や企業や自治体と授業を行いたいという教員の皆様は是非ＣＯＣ＋にお声かけ下さい。

「オールおおいたで創る『地方創生』ポータル」＜http://bundaicoc.org/＞
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